











Lesion Characteristics of Acute Myocardial Infarction: An In-











cent area、石灰化の有無、血栓パターン (brightspeckled echo materialとlow-echoicthrombus) 
について両群間で、比較検討を行った。
【結果】両群間で病変部位の粥腫の遍在性、石灰化の有無について差を認めなかった。 しかしflap
(AMI37 % vs. SAP 4 %)、 echolucent area (31% vs. 0 %)、 low-echoicthrombus (15% vs. 0%)、
bright speckled echo material (90% vs. 0 %)はSAP群と比較しAMI群で有意に多く認められた
(p<0.001)。
【総括】 AMIの特徴的IVUS病変形態としてflap、echolucent area、low-echoicthrombus、bright












安定狭心症 4%)、 echolucent area (31% vs. 0 %)、 low-echoicthrombus (15% vs. 0 %)、 bright
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speckled echo material (90% vs. 0%)は安定狭心症群と比較し急性心筋梗塞症群で有意に多く認めら
れた。
急性心筋梗塞症の特徴的IVUS病変形態としてflap、echolucent area、low-echoicthrombus、
bright speckled echo materialが示された。これらの結果からplaqueruptureとその部位での血栓形
成が急性心筋梗塞症の発症機序として考えられた。またIVUSを用いることで、急性心筋梗塞症の発症の一
端を生体内で観察できることが示唆された。
よって、本研究は急性心筋梗塞症発症の機序の解明に寄与しており、本研究者は、博士(医学)の学位
を授与されるに値するものと認められた。
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